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研究成果

研究概要

妊娠期での低レベルマイクロ波の影響について、系統的な研究がされてきたが、胎児生体機

構や、マイクロ波暴露を含めた温熱作用における防御機構はまったく知られていない。本研

究では、マイクロ波によって生じる子宮胎盤循環不全と胎盤機能障害に対して胎児側の神経

内分泌系を中心とした防御機構の役割を明らかにする。特に、胎児発達に関係し、同時に子

宮胎盤循環や胎盤機能に関係することが想定される胎児の視床下部Corticotropin-releasing

hormone(CRH)とオピオイド系に着目し、母体のマイクロ波暴露に際して、胎児におけるこれ

らの遺伝子が発現し、子宮胎盤循環や胎盤機能を調節することを示すことを目的とした。ま

た、これらの防御機構の働く際の生体反応と暴露レベルとの関連を調べた。マイクロ波暴露

装置を用いて、妊娠ラットにAmericanConferenceoflndustrialHygienists(ACGIH)とAmerican

Nationallnstitute(ANSI)の環境基準である0.4W/kgのマイクロ波を暴露し、暴露中の胎児側胎

盤血流量及び子宮側胎盤血流量をモニターした。胎児試料から視床下部と下垂体の脳組織試

料を作成し､胎児視床下部C肌と、胎児下垂体オピオイド受容体を評価した。その結果､CⅢ

受容体拮抗剤であるa-helicalCRH(9-41)の前投与によっては、子宮胎盤血流量の低下は起こ

らないことがわかった｡また､cyclooxygenase拮抗剤であるindomethacinの前投与によっても、

血流量の低下を抑制できた。マイクロ波暴露に際し、胎児視床下部CRHのmRNAの発現は

認められなかったが、a-heliCalCRH(9-41)あるいはindomethacinの投与によって認められた

ことから、0.4W/kgのマイクロ波暴露では、胎児視床下部CmIが母胎の胎盤循環機能の制御

にすでに関わることで、胎児の防御機構が働くことが示唆された。一方、環境基準の5倍の

2.0W/kgを暴露させた場合、その防御機構は働かず、母胎ともに温度上昇がもたらすことが

認められた。したがって、現行の安全基準内であれば、防御機構は働き、十分、そのマイク

ロ波の暴露は、安全であることが示された。環境基準を大きく超えて、温度上昇をもたらす

マイクロ波暴露は、妊娠の経過に、温度上昇による諸影響を与える可能性は示唆された。
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